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誰にでも あるハンディーを 乗り越えて 

競い励まし ともに成長 

 足にハンディ―のある Rさん。昨年まではかけっこで、スタートラインを前にずら

していました。 

しかし、今年は本人の希望でハンディーキャップなしにしました。その理由を聞

くと 

「みんなと一緒にやりたかった」 

とのことでした。 

 よく考えてみれば、ハンディーは誰もがもっています。そのハンディーを一人一人

が自然に乗り越えて、友だちと競い合い、また友だちと支え合ったり、励まし合っ

たりして成長した運動会でした。 


